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山
梨
県
公
報
号
外　
　

第
三
十
三
号　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

二

  

令
和
元
年
度
 行

政
監
査
実
施
結
果
（
本
庁
分
）
 

 令
和
元
年
度
行
政
監
査
（
本
庁
分
）
に
つ
い
て
実
施
し
た
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
 

 第
１
 
監
査
の
概
要
 

１
 
テ
ー
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物
品
の
管
理
に
つ
い
て
（
芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資
料
）
 

 ２
 
目
 
的
 

山
梨
県
に
お
い
て
は
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、
絵
画
や
彫
刻
、
歴
史
資
料
等
を
多
数
所
有
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
県
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
適
切
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
県
民
文
化
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、
展
示
や
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
等
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
県
の
所
有
し
て
い
る
芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資
料
が
適
切
に
管
理
さ
れ
、
そ
の

目
的
に
沿
っ
て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
、
経
済
性
、
効
率
性
の
観
点
を
も
踏
ま
え

て
、
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
本
テ
ー
マ
を
選
定
し
た
。
 

  
３
 
監
査
の
着
眼
点
 

（
１
）
取
得
手
続
及
び
方
法
は
適
切
か
。
 

（
２
）
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
。
 

（
３
）
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。
 

 

４
 
対
象
事
務
及
び
対
象
機
関
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
）
監
査
対
象
事
務
 

物
品
分
類
表
の
区
分
が
「
芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資
料
」
で
あ
る
物
品
（
以
下
、
「
芸
術
品
等
」

と
い
う
。
）
の
管
理
に
係
る
事
務
 

（
２
）
監
査
対
象
機
関
 

山
梨
県
財
務
規
則
（
以
下
、
「
財
務
規
則
」
と
い
う
。）

第
２
条
第
３
号
に
定
め
る
「
本
庁
」
各

課
室
の
う
ち
、
平
成
３
１
年
３
月
３
１
日
現
在
に
お
い
て
、
芸
術
品
等
を
保
有
し
て
い
る
１
９
機

関
  

５
 
実
施
期
間
 
 

令
和
元
年
６
月
か
ら
１
１
月
 

 

６
 
実
施
方
法
 

 
 
 
監
査
の
対
象
機
関
に
対
し
、
芸
術
品
等
の
保
有
状
況
や
管
理
状
況
、
活
用
状
況
に
つ
い
て
調
書
の

提
出
を
求
め
書
面
監
査
を
行
う
と
と
も
に
、
調
書
の
回
答
を
も
と
に
１
９
機
関
に
対
し
、
実
地
監
査

に
よ
り
関
係
職
員
か
ら
の
聴
取
を
行
い
、
状
況
を
確
認
し
た
。
 

 
７
 
物
品
、
物
品
管
理
事
務
手
続
き
の
概
要
 

（
１
）
物
品
の
概
要
  

ア
 
物
品
の
定
義
  

地
方
自
治
法
第
２
３
９
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
「
物
品
」
と
は
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の

所
有
に
属
す
る
動
産
で
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
及
び
普
通
地
方
公
共
団
体
が
使
用
の
た

め
に
保
管
す
る
動
産
（
警
察
が
使
用
し
て
い
る
国
有
財
産
等
を
除
く
。
）
を
い
う
。
」
と
さ
れ

て
い
る
。
 

①
 現

金
（
現
金
に
代
え
て
納
付
さ
れ
る
証
券
を
含
む
。
）
②
 公

有
財
産
に
属
す
る
も
の
 

③
 基

金
に
属
す
る
も
の
 

  

イ
 
物
品
の
区
分
  

財
務
規
則
第
１
３
９
条
第
１
項
に
お
い
て
、
物
品
は
備
品
、
消
耗
品
、
原
材
料
品
、
動
物
、

生
産
物
、
占
有
物
品
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
う
ち
「
備
品
と
は
、
性
質
又
は
形
状
を
変
え
る
こ
と

な
く
、
比
較
的
長
期
の
使
用
に
耐
え
得
る
も
の
及
び
そ
の
性
質
が
消
耗
品
に
属
す
る
も
の
で
あ

っ
て
も
、
標
本
又
は
陳
列
品
と
し
て
保
管
す
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
 

さ
ら
に
、
財
務
規
則
第
１
３
９
条
の
運
用
通
知
で
、
備
品
と
は
「
特
に
指
定
す
る
も
の
を
除

き
そ
の
取
得
価
格
又
は
評
価
額
が
５
万
円
以
上
の
物
品
で
、
１
年
以
上
に
わ
た
り
通
常
の
使
用

に
耐
え
る
と
認
め
ら
れ
る
物
品
」
を
い
い
、
「
備
品
の
分
類
は
、
別
途
通
知
す
る
物
品
分
類
表

に
よ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
 

県
の
保
有
す
る
物
品
の
う
ち
、
「
芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資
料
」
は
、
物
品
分
類
表
で
次
の

と
お
り
分
類
さ
れ
て
い
る
。

 

 

物
品
分
類
表
 
物
品
の
区
分
【
備
品
】
 

 

大
区
分
 

09 
芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資
料

 

 
 
 
 
 

中
区
分

分
類
名

0
1
　
美
術
工
芸
品

0
1
　
日
本
画

0
2
　
東
洋
画

0
3
　
西
洋
画

0
4
　
版
画

0
5
　
素
描
・
水

彩

0
6
　
工
芸

0
7
　
書

0
8
　
彫
塑

0
9
　
写
真

1
0
　
美
術
館
収

納
品
（
計
数
管
理
物
品
）

1
1
　
美
術
館
収

納
品
（
計
数
管
理
物
品
）

※
主
要
備
品
の
も
の

1
2
　
そ
の
他
の

美
術
工
芸
品

0
2
　
文
学
資
料

0
1
　
文
学
資
料

0
2
　
文
学
館
収

納
品
（
計
数
管
理
物
品
）

0
3
　
文
学
館
収

納
品
（
計
数
管
理
物
品
）

※
主
要
備
品
の
も
の

0
3
　
歴
史
資
料

0
1
　
歴
史
資
料

0
2
　
考
古
博
物

館
収
納
品
（
計
数
管
理
物

品
）

0
3
　
考
古
博
物

館
収
納
品
（
計
数
管
理
物

品
）
※
主
要
備
品
の
も

の

0
4
　
標
本
・
模
型

0
1
　
標
本

0
2
　
模
型

9
9
　
そ
の
他
の

芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資

料
0
5
　
そ
の
他
の
芸
術

品
・

　
 歴

史
科
学
等
資
料

 
  
 
 
ウ
 
主
要
備
品

 

 
 
 
 
 
財
務
規
則
第
１
６
３
条
に
お
い
て
、
主
要
備
品
と
は
、
「
車
両

(総
排
気
量
０
．
３
６
０
リ
ッ

ト
ル
以
上
の
も
の
を
い
う
。

)又
は
取
得
価
格
１
件
１
０
０
万
円
以
上
の
備
品
を
い
う
。」

と
さ

れ
て
い
る
。
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五
日

三

  

（
２
）
物
品
管
理
の
事
務
手
続
き
の
概
要
  

平
成
１
８
年
４
月
か
ら
現
行
の
物
品
調
達
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
物
品
の
取
得
、

管
理
、
処
分
そ
の
他
の
物
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
務
は
一
体
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
  

物
品
管
理
の
事
務
手
続
き
の
概
要
を
記
す
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
  

ア
 
物
品
の
購
入
  

財
務
規
則
第
１
４
６
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
物
品
を
要
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
物
品

要
求
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
  

イ
 
寄
附
物
品
の
受
納
 

財
務
規
則
第
１
４
７
条
に
寄
附
の
手
続
き
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
  

同
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
物
品
の
寄
附
申
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
寄
附
申
込
書
に
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
調
書
を
添
え
て
、
出
納
局
長
(車

両
に
あ
っ
て
は
総
務
部
長
)に

合
議

の
う
え
、
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

①
寄
附
者
の
住
所
氏
名
 
②
品
名
、
数
量
及
び
評
価
額
 
③
維
持
費
の
見
込
額
 

④
採
否
に
つ
い
て
の
意
見
 

同
条
第
２
項
に
お
い
て
、
「
か
い
に
お
い
て
は
、
物
品
の
寄
附
申
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

寄
附
申
込
書
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
調
書
を
添
え
、
主
務
部
長
に
進
達
し
、

出
納
局
長
(車

両
に
あ
っ
て
は
総
務
部
長
)に

合
議
の
う
え
知
事
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
  

※
「
か
い
」
と
は
財
務
規
則
第
２
条
第
４
号
に
定
め
る
出
先
機
関
を
い
う
。
  

ま
た
、
同
条
第
４
項
に
お
い
て
、
「
前
項
の
規
定
に
よ
り
合
議
及
び
承
認
（
評
価
額
１
件
１

０
万
円
以
上
の
物
品
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
省
略
し
た
と
き
は
、
か
い
長
は
寄
附
者
の
住

所
及
び
氏
名
、
物
品
の
名
称
及
び
評
価
額
並
び
に
当
該
物
品
を
受
納
し
た
日
を
知
事
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
  

 
 
 
ウ
 
物
品
の
管
理
 

 
 
 
 
 
財
務
規
則
第
１
５
１
条
に
お
い
て
、
「
物
品
は
、
良
好
な
状
態
で
常
に
供
用
又
は
処
分
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
財
務
規
則
第
１
５
２
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
物
品
は
、
そ
の
性
質
、
使
用
及
び
処

分
の
う
え
か
ら
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
県
以
外
の
者
に
一
年
以
内
の
期
間

を
定
め
て
そ
の
保
管
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
エ
 
現
品
確
認
 

財
務
規
則
第
１
５
１
条
の
運
用
通
知
に
お
い
て
、
備
品
が
良
好
な
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
及
び
適
切
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
課
長
及
び
か
い
長
は
毎
年
７
月
３

１
日
を
基
準
日
と
し
て
帳
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
現
物
を
照
合
し
、
物
品
出
納
員
等
に

報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
オ
 
保
管
転
換
 

 
 
 
 
 
財
務
規
則
第
１
６
０
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
本
庁
と
か
い
又
は
か
い
相
互
に
お
い
て
必
要
 

が
あ
る
と
き
は
、
物
品
の
保
管
転
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
さ
れ
て
お
り
、
本
庁
に
お
 

い
て
、
か
い
へ
の
交
付
の
目
的
を
も
っ
て
物
品
を
購
入
す
る
場
合
な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 

カ
 
物
品
の
貸
付
け
 

貸
付
け
と
は
、
県
以
外
の
団
体
や
私
人
等
に
物
品
を
貸
し
付
け
る
こ
と
を
い
い
、
財
務
規
則

第
１
６
１
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
貸
し
付
け
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
ほ
か
貸
し
付
け
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
務
又
は
事
業
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
は
な
い
。
」
と
さ
れ
、
同
条
第
２
項
に
お
い
て
、
「
物
品
の
貸
付
け
を
す
る
と
き
は
物
品

貸
付
調
書
に
、
貸
し
付
け
た
物
品
の
返
却
を
受
け
る
と
き
は
貸
付
物
品
返
却
調
書
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
キ
 
備
品
の
表
示
  

財
務
規
則
第
１
６
２
条
に
お
い
て
、
「
備
品
に
は
、
全
て
所
属
名
及
び
品
名
を
金
属
札
、
紙

札
、
焼
印
、
彫
刻
そ
の
他
便
宜
な
方
法
で
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
品
質
又
は

  

形
体
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
そ
の
他
会
計
管
理
者
が
別
に
定
め
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

ク
 
物
品
の
不
用
の
決
定
  

財
務
規
則
第
１
６
４
条
第
１
項
に
お
い
て
、
「
使
用
の
必
要
の
な
い
物
品
又
は
破
損
し
た
物

品
で
、
保
管
転
換
又
は
修
繕
に
よ
り
活
用
の
方
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と

き
は
、
不
用
の
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

ケ
 
物
品
の
処
分
  

処
分
の
方
法
に
は
、
時
価
に
よ
る
売
払
い
、
廃
棄
な
ど
が
あ
る
。
  

 

財
務
規
則
第
１
６
４
条
第
２
項
に
お
い
て
、
「
不
用
の
決
定
を
し
た
物
品
は
、
不
用
品
売
却

調
書
に
よ
り
売
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
売
却
す
る
こ
と
が
不
利
又
は
不
適
当
で

あ
る
と
認
め
た
も
の
及
び
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、
物
品
棄
却
調
書
に
よ
り
棄
却

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 
 
コ
 
帳
簿
 

財
務
規
則
第
２
３
９
条
及
び
第
２
４
０
条
に
お
い
て
、
課
長
及
び
か
い
長
の
備
え
る
帳
簿
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
備
品
原
簿
を
備
え
所
要
の
事
項
を
登
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
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  第
２
 
監
査
の
結
果
 

１
 
芸
術
品
・
歴
史
科
学
等
資
料
の
保
有
状
況
 

本
庁
に
お
い
て
備
品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
「
芸
術
品
等
」
の
保
有
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。（

平
成
３
１
年
３
月
３
１
日
現
在
）
 
 

 

 ２
 
芸
術
品
等
の
取
得
手
続
き
に
つ
い
て
 

 
 
 
県
に
お
い
て
購
入
、
生
産
、
寄
附
等
に
よ
り
取
得
さ
れ
る
物
品
は
、
出
納
通
知
者
の
「
納
」
の
通
 

知
に
基
づ
き
出
納
機
関
が
受
け
入
れ
保
管
し
、
職
員
が
物
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
知
事
の
「
出
」

の
通
知
に
基
づ
き
出
納
機
関
が
職
員
（
物
品
取
扱
者
）
に
交
付
す
る
。
こ
の
出
納
手
続
き
に
よ
り
県
 

の
保
管
す
る
物
品
と
な
る
。
 

 

芸
術
品
等
の
取
得
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
概
ね
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
。
 

 ３
 
芸
術
品
等
の
管
理
に
つ
い
て
 

芸
術
品
等
の
管
理
状
況
を
確
認
し
た
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

区
分
 

機
関
数
 

点
数
 

県
以
外
の
私
人
等
に
貸
し
付
け
た
芸
術
品
等
に
つ
い
て
、
貸
付

け
の
書
類
等
が
確
認
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
 

１
  

－
 

保
管
転
換
の
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
 

 

１
 

１
 

特
別
な
理
由
が
な
く
５
万
円
未
満
の
物
品
（
消
耗
品
等
）
で
備

品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

１
 

１
 

同
一
物
品
が
出
先
機
関
と
重
複
し
て
備
品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

１
 

１
 

財
務
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
保
管
物
品
と
帳
簿
と
の
照
合
に
つ

い
て
、
物
品
出
納
員
へ
の
報
告
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
確
認
が

不
十
分
で
一
部
の
芸
術
品
等
の
現
品
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
も

の
が
あ
っ
た
。
 

１
 

１
１
 

備
品
原
簿
と
現
物
が
一
致
せ
ず
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
っ
た
。
 

１
 

７
 

   

そ
の
他

日本画

東洋画

西洋画

素描・水彩

工芸
書

彫塑

その他の美術工芸品

歴史資料

標本
模型

その他の芸術品

歴史科学等資料

本
庁
１
９
機
関
合
計

1
6

5
1

1
6

1
3

3
9

7
2

4
5

3
7

2
1

2
1
1

計

美
術
工
芸
品

歴
史

資
料

標
本
・
模
型

   
（
１
）
物
品
の
貸
付
け
に
つ
い
て
 

財
務
規
則
で
、
県
以
外
の
私
人
等
に
対
す
る
物
品
の
貸
付
け
に
あ
た
っ
て
は
、
物
品
貸
付
調
書
、

貸
付
物
品
返
却
調
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

 県
以
外
の
私
人
等
に
貸
し
付
け
た
芸
術
品
等
に
つ
い
て
、
貸
付
け
の
書
類
等
が
確
認
で
き
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。
（
１
機
関
）
 

 

（
２
）
保
管
転
換
に
つ
い
て
 

財
務
規
則
第
１
６
０
条
第
１
項
に
定
め
る
保
管
転
換
と
は
、
物
品
の
効
率
的
な
使
用
又
は
適
正

な
保
管
あ
る
い
は
処
分
を
す
る
た
め
に
、
本
庁
と
か
い
あ
る
い
は
、
か
い
相
互
に
物
品
の
保
管
を

替
え
る
こ
と
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
。

 

 保
管
転
換
の
処
理
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
（
１
機
関
１
点
）
 

 

（
３
）
物
品
の
区
分
に
つ
い
て
 

財
務
規
則
第
１
３
９
条
第
１
項
に
は
物
品
の
区
分
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
物
品
は
①
備
品
、
②

消
耗
品
、
③
原
材
料
品
、
④
動
物
、
⑤
生
産
物
、
⑥
占
有
物
品
の
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
う
ち
備
品
と
は
、
性
質
又
は
形
状
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
比
較
的
長
期
の
使
用
に
耐
え
得

る
も
の
及
び
そ
の
性
質
が
消
耗
品
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
標
本
又
は
陳
列
品
と
し
て
保
管

す
る
も
の
を
い
う
と
さ
れ
て
い
る
。
 

運
用
通
知
で
は
備
品
の
基
準
額
に
つ
い
て
、
特
に
指
定
す
る
も
の
を
除
き
そ
の
取
得
価
格
又
は

評
価
額
が
５
万
円
以
上
の
物
品
で
、
１
年
以
上
に
わ
た
り
通
常
の
使
用
に
耐
え
る
と
認
め
ら
れ
る

物
品
を
い
う
と
さ
れ
、
備
品
の
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
２
７
年
度
に
従
前
の
３
万
円
か
ら
５

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
の
際
に
従
来
備
品
と
し
て
い
た
３
万
円
以
上
５
万
円
未
満
の
物
品
の
う
ち
、
特
別
の
理
由
が

あ
る
も
の
を
除
き
消
耗
品
等
に
区
分
換
え
を
行
っ
て
い
る
。
 

 特
別
な
理
由
が
な
く
５
万
円
未
満
の
物
品
（
消
耗
品
等
）
で
備
品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
 
 
 

の
が
あ
っ
た
。
（
１
機
関
１
点
）
 

 

（
４
）
帳
簿
登
載
に
つ
い
て
 

平
成
１
８
年
４
月
か
ら
現
行
の
物
品
調
達
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
物
品
の
デ
ー

タ
に
つ
い
て
は
、
物
品
調
達
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
る
。
  

 同
一
物
品
が
出
先
機
関
と
重
複
し
て
備
品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
（
１
機

関
１
点
）
 

 

（
５
）
現
品
確
認
に
つ
い
て
 

芸
術
品
等
の
現
品
確
認
の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

区
分
 

機
関
数
 

す
べ
て
芸
術
品
等
の
現
品
確
認
を
行
い
、
物
品
出
納
員
に
報
告
し
て
い
る
。
 

１
８
 

物
品
出
納
員
へ
の
報
告
は
行
っ
て
い
た
が
、
確
認
が
不
十
分
で
一
部
の
芸
術

品
等
の
現
品
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
 
 

１
 

計
 

１
９
 

芸
術
品
等
の
現
品
確
認
に
つ
い
て
は
、
財
務
規
則
第
１
５
１
条
で
「
物
品
は
良
好
な
状
態
で
常

に
供
用
又
は
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ

て
お
り
、
備
品
が
良
好
な
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
適
切
に
管
理
し
て
い
る
こ
と
を
確
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認
す
る
た
め
、
課
長
及
び
か
い
長
は
毎
年
７
月
３
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
帳
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
も
の
と
現
物
を
照
合
し
、
物
品
出
納
員
等
に
報
告
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

 

 

財
務
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
保
管
物
品
と
帳
簿
と
の
照
合
に
つ
い
て
、
物
品
出
納
員
へ
の
報
告

は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
確
認
が
不
十
分
で
一
部
の
芸
術
品
等
の
現
品
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
も
の

が
あ
っ
た
。
（
１
機
関
）
 

 芸
術
品
等
の
書
面
監
査
に
お
い
て
備
品
原
簿
と
現
物
が
一
致
せ
ず
、
実
地
監
査
を
経
て
も
所
在

 

が
確
認
で
き
な
い
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
実
際
の
点
数
に
は
、
実
地
監
査
後
に
備
品
を
保

有
し
て
い
る
機
関
の
調
査
で
所
在
が
判
明
し
た
も
の
を
含
む
）
。

 

分
類

 
品
名

 
帳
簿
の
点
数

 
実
際
の
点
数

 
差
異

 

標
本
 

ツ
キ
ヒ
ガ
イ
化
石
他
 

３
７

 
３
０

 
▲
７

 

 
 
 
 

 

県
指
定
文
化
財
で
あ
る
ツ
キ
ヒ
ガ
イ
化
石
他
の
現
物
の
保
有
数
量
が
備
品
原
簿
上
の
数
量
よ
り
 

少
な
く
、
７
点
が
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
 

実
地
監
査
時
に
は
、
１
１
点
が
所
在
不
明
で
あ
り
、
そ
の
後
の
当
該
機
関
の
調
査
で
４
点
の
所

在
が
確
認
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
７
点
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
 

所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
化
石
７
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
化
石
３
０
点
と
合
わ
せ
て
、
平
成
６

年
７
月
に
寄
附
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
３
７
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
６
年
１
１
月
に
県
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
で
あ
る
。
 

 

芸
術
品
等
に
つ
い
て
、
備
品
原
簿
と
現
物
と
を
照
合
し
た
結
果
、
備
品
原
簿
と
現
物
が
一
致
せ
 

ず
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
（
１
機
関
７
点
）
 

 

４
 
芸
術
品
等
の
利
活
用
の
状
況
に
つ
い
て
 

芸
術
品
等
の
利
活
用
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
複
数
回
答
可
）
 

区
分
 

機
関
数
 

点
数
 

来
所
者
の
鑑
賞
の
用
に
供
し
て
い
る
 
 

１
２
 

９
６
 

応
接
室
や
会
議
室
等
に
展
示
 

１
１
 

４
３
 

教
育
用
参
考
資
料
と
し
て
利
用

 
 
２
 

１
６
 

貸
付
け
 

 
 
０
 

０
 

倉
庫
等
で
保
管
 
 

１
０
 

７
５
 

ま
た
、「

倉
庫
等
で
保
管
」
と
回
答
が
あ
っ
た
芸
術
品
等
に
つ
い
て
、
今
後
の
利
活
用
の
見
込
み

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（

複
数
回
答
可
）
 

区
分
 

機
関
数
 

点
数
 

計
画
的
に
展
示
等
を
実
施
 

 
 
３
 

 
 
７
 

状
態
維
持
の
た
め
保
管
 

 
 
３
 

 
 
５
 

具
体
的
な
活
用
計
画
は
未
確
定
 

 
６
 

 
３
４
 

今
後
の
使
用
予
定
な
し
 

 
２
 

 
３
３
 

「
具
体
的
な
活
用
計
画
は
未
確
定
」
、「

今
後
の
使
用
予
定
な
し
」
の
芸
術
品
等
に
つ
い
て
、
活
用

さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

区
分
 

機
関
数
 

点
数
 

展
示
場
所
等
の
確
保
が
必
要
 

４
 

３
１
 

経
年
劣
化
や
老
朽
化
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
 

１
 

３
２
 

物
品
が
配
置
さ
れ
て
い
る
施
設
が
利
用
停
止
中
 

１
 

１
 

  

監
査
対
象
の
２
１
１
点
の
う
ち
、
倉
庫
等
で
保
管
さ
れ
て
い
た
芸
術
品
等
は
７
５
点
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
計
画
的
に
展
示
等
を
実
施
し
て
い
る
７
点
を
除
く
６
８
点
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
の
使
用
予

定
な
し
」
、
「
具
体
的
な
活
用
計
画
は
未
確
定
」
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
 

ま
た
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
主
な
理
由
は
、
「
展
示
場
所
等
の
確
保
が
必
要
」
が
３
１
点
、
「
経

年
劣
化
や
老
朽
化
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
」
が
３
２
点
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
取
得
年
が
相
当
古
く
、
保
管
状
態
が
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
 

 

５
 芸

術
品
等
の
防
犯
・
防
災
対
策
に
つ
い
て
 

（
１
）
防
犯
対
策
 

芸
術
品
等
の
防
犯
対
策
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
複
数
回
答
可
）

 

区
分
 

機
関
数
 

点
数
 

展
示
用
ケ
ー
ス
内
に
設
置
 

６
 

 
１
５
 

部
屋
の
施
錠
 

１
７
 

１
５
２
 

台
座
に
固
定
 

６
 

 
１
０
 

職
員
に
よ
る
巡
視
 
 
 

１
１
 

１
４
１
 

警
備
会
社
に
よ
る
機
械
警
備
 
 

６
 

 
５
６
 

防
犯
セ
ン
サ
ー
の
設
置
 

１
 

 
 
２
 

保
管
庫
に
保
管
（
鍵
あ
り
）
 

３
 

 
 
８
 

保
管
庫
に
保
管
（
鍵
な
し
）
 

２
 

 
 
２
 

防
犯
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
 
 

０
 

 
 
 
 
０
 

 
 
 
 
 防
犯
対
策
と
し
て
は
「
部
屋
の
施
錠
」
や
「
職
員
に
よ
る
巡
視
」
及
び
「
警
備
会
社
に
よ
る
機
 

械
警
備
」
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
防
犯
対
策
を
と
っ
て
い
な
い
機
関
は
な
か
っ
た
。
 

 
な
お
、
実
地
監
査
時
に
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
化
石
以
外
の
現
有
し
た
化
石
に
つ
い
て
は
、
 

鍵
付
き
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
ら
れ
内
容
物
が
判
別
で
き
な
い
状
 

況
で
、
他
の
物
品
な
ど
と
区
分
さ
れ
ず
に
積
ま
れ
て
い
た
。
 

 

（
２
）
防
災
対
策
 

芸
術
品
等
の
防
災
対
策
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
（
複
数
回
答
可
）
 

区
分
 

機
関
数
 

点
数
 

落
下
防
止
対
策
 

１
１
 

 
７
４
 

防
水
対
策
 

４
 

 
 
８
 

転
倒
防
止
対
策
 

９
 

 
５
３
 

防
災
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
 
 

９
 

 
７
８
 

 

「
防
災
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
」
芸
術
品
等
に
つ
い
て
、
実
地
監
査
に
お
い
て
状
況
を
確
認
し
 
 
 
 
 

た
と
こ
ろ
、
防
災
新
館
等
の
耐
震
性
の
建
物
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
台
座
等
に
固
定
し
展

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
相
応
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
や
、
壊
れ
や
す
い
備
品
で
な
い
こ

と
か
ら
対
策
の
必
要
性
が
な
い
も
の
等
、
相
応
の
理
由
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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  第
３
 
監
査
結
果
に
基
づ
く
意
見

 

 

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
１
０
項
に
基
づ
き
、
監
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に
添
え
て
提
出
す

る
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
意
見
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
監
査
実
施
機
関
に
文
書
で

通
知
し
、
監
査
の
結
果
と
と
も
に
公
表
す
る
。
 

  
１
 
個
別
的
な
意
見
 

（
１
）
県
が
保
有
す
る
文
化
財
（
天
然
記
念
物
）
の
管
理
に
つ
い
て
（
学
術
文
化
財
課
）
 

学
術
文
化
財
課
で
保
管
し
て
い
る
ツ
キ
ヒ
ガ
イ
化
石
他
に
つ
い
て
、
現
物
の
数
量
が
備
品
原
簿

上
の
数
量
よ
り
少
な
く
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
 

所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
ツ
キ
ヒ
ガ
イ
化
石
他
に
つ
い
て
は
、
現
有
す
る
化
石
と
合
わ
せ
て
、

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財
で
あ
る
。

 

財
務
規
則
で
は
「
物
品
は
、
良
好
な
状
態
で
常
に
供
用
又
は
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
、
運
用
通
知
で
は
「
備
品
が
良
好
な
状
態
で
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
課
長
及
び
か
い
長
は

帳
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
現
物
を
照
合
し
、
報
告
す
る
こ
と
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

 

所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
化
石
に
つ
い
て
は
、
現
品
確
認
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
早
い

段
階
で
の
対
応
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

物
品
の
照
合
点
検
及
び
現
品
確
認
は
、
物
品
管
理
に
お
け
る
基
本
で
あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し
、
保
管
物
品
と
帳
簿
の
照
合
及
び
点
検
を
適
切
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

ま
た
、
当
該
化
石
３
７
点
の
う
ち
数
点
の
化
石
に
つ
い
て
私
人
等
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
物
品
の
貸
付
け
の
書
類
等
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

 

物
品
の
貸
付
け
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
財
務
規
則
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
県
の
保
管
す
る
物
品

を
県
以
外
の
第
三
者
等
に
貸
し
付
け
る
場
合
に
は
、
規
則
で
定
め
る
手
続
き
に
従
っ
て
行
う
必
要

が
あ
る
。

 

文
化
財
等
の
重
要
な
物
品
は
、
県
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
の
備
品
よ
 
 

 

り
一
層
の
厳
正
な
管
理
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

今
後
は
、
所
在
不
明
の
化
石
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
所
在
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

事
案
の
発
生
原
因
を
検
証
し
、
現
品
確
認
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
の
改
善
や
管
理
体
制

の
整
っ
た
保
管
場
所
の
検
討
な
ど
再
発
防
止
策
を
講
じ
、
適
切
な
管
理
体
制
を
早
急
に
確
立
さ
れ

た
い
。
 

（
２
）
主
要
備
品
で
あ
る
芸
術
品
等
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
（
県
土
整
備
総
務
課
）
 

 
 
 
県
土
整
備
総
務
課
の
備
品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
模
型
に
つ
い
て
、
出
先
機
関
と
重
複
し
て

備
品
原
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

 
 
 
こ
の
模
型
は
取
得
価
格
が
高
額
で
主
要
備
品
原
簿
に
も
登
載
さ
れ
て
お
り
、
現
物
に
は
県
土
整

備
総
務
課
の
備
品
シ
ー
ル
と
出
先
機
関
の
備
品
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
。
 

主
要
備
品
は
高
額
で
重
要
な
備
品
で
あ
り
、
通
常
の
備
品
よ
り
一
層
の
厳
正
な
管
理
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
案
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
し
、
財
務
規
則
等
に
従
っ
て

適
正
に
処
理
す
る
と
と
も
に
、
発
生
原
因
を
検
証
し
、
現
品
確
認
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不

備
を
改
善
す
る
な
ど
、
県
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
芸
術
品
等
の
適
切
な
管
理
に
努
め
ら
れ

た
い
。
 
 
 

 
２
 
総
括
的
な
意
見
 

今
回
の
監
査
の
対
象
と
し
た
芸
術
品
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
機
関
に
お
い
て
不
適
切
な

事
例
等
が
見
受
け
ら
れ
た
。
 

県
が
保
有
し
て
い
る
芸
術
品
等
は
県
民
共
有
の
財
産
で
あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う
え

で
重
要
な
財
産
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に
留
意
さ
れ
芸
術
品
等
の
適
正
な
管
理
及
び
活
用
に

  

よ
り
一
層
努
め
ら
れ
た
い
。
 

 

（
１
）
現
品
確
認
の
適
切
な
実
施
に
つ
い
て
 

監
査
の
結
果
、
県
指
定
の
文
化
財
に
係
る
現
物
と
備
品
原
簿
と
の
数
量
が
一
致
せ
ず
、
現
物
の

一
部
の
所
在
が
現
在
に
至
る
ま
で
不
明
で
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
 

こ
の
こ
と
は
、
職
員
に
芸
術
品
等
の
管
理
に
対
す
る
意
義
や
重
要
性
の
認
識
が
不
足
し
て
い
た

こ
と
や
、
課
内
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
。
 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
職
員
は
、
芸
術
品
等
は
も
と
よ
り
県
が
保
有
し
て
い
る
物
品
に
つ

い
て
、
常
に
県
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
の
認
識
を
改
め
て
持
つ
と
と
も
に
、
関
係
法
令

や
財
務
規
則
等
に
定
め
ら
れ
た
事
務
手
続
き
に
従
っ
た
管
理
が
形
骸
化
し
て
い
な
い
か
、
現
在
の

現
品
確
認
の
体
制
に
不
備
が
な
い
か
等
を
再
確
認
し
、
適
切
な
管
理
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
。
 

 
 （
２
）
芸
術
品
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
 

今
回
の
監
査
に
お
い
て
、
長
期
間
倉
庫
等
に
保
管
さ
れ
て
い
る
芸
術
品
等
の
中
に
は
、
そ
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
機
関
が
あ
る
一
方
で
、
方
針
が
な
い
ま
ま
継
続
し
て
保
管
し
て
い
る
機
関
も

見
受
け
ら
れ
た
。
 

保
管
物
品
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
取
得
当
初
の
目
的
の
達
成
状
況
、
今
後
の
見
込
み
、
他
用

途
へ
の
活
用
の
可
能
性
、
保
管
管
理
に
お
け
る
経
済
性
等
を
踏
ま
え
、
今
後
も
保
管
が
必
要
か
否

か
を
検
討
さ
れ
た
い
。
 

ま
た
、
芸
術
品
等
の
状
態
を
考
慮
し
な
が
ら
、
他
機
関
に
お
い
て
有
効
な
活
用
が
可
能
か
ど
う

か
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。
  

併
せ
て
、
寄
附
等
処
分
上
の
制
限
の
あ
る
も
の
を
除
き
、
活
用
が
見
込
ま
れ
な
い
物
品
に
つ
い

て
は
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
や
防
犯
管
理
上
の
手
間
等
も
考
慮
し
て
、
物
品
の
価
格
を
評
価
の
上
、
不

用
決
定
並
び
に
売
払
い
、
廃
棄
な
ど
適
時
適
切
な
処
分
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
 

県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
芸
術
品
等
が
県
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
を
職
員
一
人
一
人
が
改

め
て
認
識
し
、
管
理
・
利
用
に
つ
い
て
適
切
に
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
有
効
に
活
用
す

る
た
め
の
対
応
の
検
討
を
今
後
と
も
進
め
ら
れ
た
い
。
 

 


